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第
６
回
　
多
国
籍
信
徒
の
共
同
体
を
目
指
し
て

　
大
塚
司
教
様
は
司
教
年
頭
書
簡
で
、
聖
年
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
希
望
」
を
何
処
で
誰
と
分
か
ち
合
う
か
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
、
現
代
社
会
の
多
様
な
課
題
を
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
17
項
「
多
国
籍
信
徒
で
築
く
次
世
代
の
教
会
」
で

は
、
小
教
区
が
外
国
籍
信
徒
を
含
む
「
多
様
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
共
同
体
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
」
促
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
前
の
日
本
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
武
力
で
侵

略
・
支
配
を
し
ま
し
た
。
多
く
の
日
本
の
宗
教
団
体
は
こ

の
侵
略
・
支
配
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
が
、
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。
１
９
４
２
年
１

月
に
日
本
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
ま
し

た
が
、
司
祭
・
神
学
生
・
信
徒
か
ら
な
る
宗
教
部
隊
カ

ト
リ
ッ
ク
班
も
同
行
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
軍
は
カ
ト

リ
ッ
ク
班
を
積
極
的
に
活
用
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
懐
柔

し
、
日
本
軍
に
抵
抗
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
カ
ト

リ
ッ
ク
班
は
、
日
本
軍
の
正
当
性
を
宣
伝
し
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
教
会
を
日
本
の
教
会
の
傘
下
に
置
き
ま
し
た
。
当

時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
機
関
誌
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
「
皇
軍
の
広
大
域
占
領
に
よ
っ
て
そ
の
領
域
内

に
一
挙
に
三
千
万
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
を
」
持
っ
た
と

高
揚
感
の
あ
る
文
章
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

日
本
が
お
こ
な
っ
た

侵
略
・
支
配
、
日
本

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
行
動
に
つ
い
て
、

白
柳
大
司
教
様
は
、

１
９
８
６
年
９
月
21

日
の
第
４
回
ア
ジ
ア

司
教
協
議
会
連
盟
総

会
の
ミ
サ
の
説
教※
で

「
神
と
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
兄
弟
た

ち
に
赦
し
を
願
」い
、

反
省
と
謝
罪
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
教
区
の
主
日
の
ミ
サ
に
は
、
日
本
以
外
の
ア

ジ
ア
諸
国
の
信
徒
が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
少
人
数
で
あ
れ
ば
、
挨
拶
程
度
の
付
き
合
い
は
あ
り
ま

す
が
、
小
教
区
の
中
心
に
な
る
の
は
稀
な
こ
と
で
す
。
ま

た
彼
ら
が
グ
ル
ー
プ
に
な
る
と
、
異
な
る
言
語
・
習
慣
が

あ
る
た
め
に
別
の
共
同
体
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
大
塚
司
教

様
が
促
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
次
世
代
の
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
、
多
国
籍
信
徒
に
よ
っ
て
「
多
様
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
」
真
の
共
同
体
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
司
教
区
カ
リ
タ
ス
会

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
希
望
の
家
　
施
設
長
　
前
川
　
修

※
白
柳
大
司
教
の
説
教
は

　
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

　
中
央
協
議
会
Ｈ
Ｐ
で
読
め
ま
す
。

8
2025

ナン神父司式によるフィリピン
コミュニティーのクリスマスミサ
（2024年12月22日希望の家）

２
０
２
５
年
　
司
教
年
頭
書
簡

　
す
べ
て
の
人
と

　
　
希
望
の
巡
礼
者
と
な
ろ
う

�

を
受
け
て
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京都チェジュ姉妹教区交流の祈り
主よ、私たち京都教区とチェジュ教区が、姉妹教区縁組を通して、
韓国と日本の歴史と文化の相互理解を深め、両国を始め、
アジアと世界の平和のために奉仕することができますように。

京都チェジュ姉妹教区交流20周年
2005．６―2025．６

　京都教区とチェジュ教区は、2005年₆月₇日に姉妹教区の縁組をし、司祭・神学生・信徒間の
交流を行っています。今年の₆月、交流20周年を迎えました。
　それを記念して、₆月₈日㊐聖霊降臨の主日、チェジュ教区から、ムン・チャンウ司教さまと
₅人の神父さま方、女性会代表の方々、そして少年少女の聖歌隊をお迎えして、京都教区カテド
ラル河原町教会において感謝ミサが捧げられました。多くの京都教区の信徒もミサに参列してく
ださり、チェジュの皆さま方の明るいお人柄と、聖歌隊の清らかな歌声も相まって、素晴らしい
心温まる感謝ミサとなりました。
　今後ますます両教区のきずなが深まりますよう、皆さまのお祈りとご協力をお願いいたします。
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皆
様
、
お
会
い
で
き

て
嬉
し
い
で
す
。

　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

の
17
章
21
節
の
み
言
葉

の
一
部
で
す
。「
す
べ

て
の
人
を
一
つ
に
し
て

く
だ
さ
い
」。

　
親
愛
な
る
京
都
教
区
の
兄
弟
姉
妹
の
皆
様
、

そ
し
て
こ
の
場
に
参
列
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
の
上
に
、
主
の
平
和
と
神
様
の
祝
福

が
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
20
年
前
、
京
都
教
区
と
私
た
ち
チ
ェ
ジ
ュ
教

区
は
、
主
の
愛
を
生
き
て
い
く
教
区
と
し
て
の

出
会
い
を
一
緒
に
始
め
、
神
父
さ
ん
の
派
遣
と

信
者
さ
ん
達
の
交
流
に
よ
る
様
々
な
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
日
、
私
た
ち
は
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
と
京
都
教

区
が
、
信
仰
の
兄
弟
姉
妹
と
し
て
共
に
歩
ん
で

き
た
20
年
の
時
間
を
振
り
返
り
、
神
様
に
感
謝

と
喜
び
の
心
で
こ
の
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。
神

様
の
お
恵
み
の
中
で
始
ま
っ
た
こ
の
交
流
は
、

た
だ
の
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
深

い
信
頼
と
友
情
、
そ
し
て
福
音
の
中
で
一
致
し

た
平
和
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
で
す
。
両
教
区

が
結
ん
だ
連
帯
は
、
歴
史
の
痛
み
を
超
え
る
癒

し
と
和
解
の
証
で
も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り
も

過
去
の
傷
を
信
仰
の
勇
気
と
し
て
抱
え
込
み
、

お
互
い
の
文
化
を
深
く
尊
重
す
る
中
で
、
共
に

祈
り
奉
仕
す
る
姿
は
、
今
の
時
代
に
本
当
に
必

要
な
福
音
的
な
模
範
で
し
た
。

　
特
に
、
信
者
さ
ん
達
、
神
学
生
、
青
少
年
の

交
流
に
お
け
る
相
互
協
力
は
、
両
教
区
の
共
同

体
が
成
長
す
る
た
め
の
大
切
な
基
礎
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
、
私
た
ち

は
、
た
だ
二
つ
の
地
域
の
教
会
間
の
友
情
を
超

え
て
、
日
韓
両
国
の
和
解
と
ア
ジ
ア
の
平
和
の

た
め
の
神
様
の
道
具
と
し
て
呼
ば
れ
た
と
い
う

こ
と
を
、
よ
り
深
く
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
新
た
な
20
年
に
向
け

て
一
緒
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

道
に
は
平
和
を
脅
か
す
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
両
教
区
が
共
に
築
い
て
き
た
信
頼
と
信

仰
の
遺
産
は
希
望
の
灯
と
な
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
も
う
一
度
、
京
都
教
区
の
教
区
長
で
あ
る
大

塚
喜
直
司
教
様
を
は
じ
め
、
京
都
教
区
の
皆
さ

ん
の
お
も
て
な
し
と
愛
に
深
い
感
謝
を
申
し
上

げ
、
こ
の
貴
重
な
親
交
の
上
に
神
様
の
恩
寵
が

よ
り
豊
か
に
降
り
注
ぐ
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

チェジュ中央カテドラル

ムン・チャンウ司教さまのご挨拶を通訳して
くださったキム・テジュン神父さま　左
2013年から2020年まで₈年間、京都教区で
司牧してくださいました

京
都
・
チ
ェ
ジ
ュ
姉
妹
教
区
20
周
年
ミ
サ

チ
ェ
ジ
ュ
教
区
　
ム
ン
司
教
様
の
ご
挨
拶

韓国

チェジュ島
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１
．
神
の
民
の
交
流

　
２
０
０
５
年
６
月
７
日
、
河
原
町
教
会
司
教

座
聖
堂
に
て
、
ペ
ト
ロ 

カ
ン
・
ウ
イ
ル
司
教

様
（
当
時
）
を
お
迎
え
し
、
京
都
教
区
と
チ
ェ

ジ
ュ
教
区
は
姉
妹
教
区
の
関
係
を
結
び
ま
し

た
。
今
年
、
そ
の
交
流
は
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
姉
妹
教
区
の
縁
組
は
、
２
０
０
４
年

に
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
で
開
催
さ
れ
た
記
念
す
べ
き

第
10
回
を
迎
え
た
「
日
韓
司
教
交
流
」
が
実
を

結
び
、
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
日
韓
司
教
交
流

は
１
９
９
６
年
に
始
ま
り
、
日
本
と
韓
国
の
司

教
た
ち
が
歴
史
認
識
を
深
め
、
福
音
宣
教
の
課

題
を
共
有
す
る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
有

志
の
交
流
会
で
す
。

　
姉
妹
教
区
縁
組
の
目
的
は
、「
初
代
教
会
か

ら
受
け
継
い
だ
神
の
民
の
交
わ
り
を
深
め
る
こ

と
」
に
あ
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
に
お
け

る
平
和
と
友
好
を
促
進
し
、
福
音
宣
教
の
使
命

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
両
教

区
は
、
小
さ
な
神
の
民
の
群
れ
で
す
が
、
20
年

に
わ
た
る
交
流
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
絆
は
、「
一

致
と
希
望
と
救
い
の
最
も
堅
実
な
芽
生
え
」（
第

二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
・
教
会
憲
章
）
へ
と
成
長

し
て
き
ま
し
た
。

２
．
チ
ェ
ジ
ュ
交
流
月
間

　
京
都
教
区
は
、
毎
年
６
月
を
「
チ
ェ
ジ
ュ
交

流
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、

主
日
ミ
サ
で
は
交
流
促
進
を
目
的
と
し
た
意
向

を
共
同
祈
願
に
加
え
て
祈
り
、
京
都
・
チ
ェ

ジ
ュ
姉
妹
教
区
交
流
委
員
会
の
活
動
を
支
援
す

る
献
金
が
集
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
チ
ェ
ジ
ュ

教
区
か
ら
司
祭
を
お
迎
え
し
、
司
教
座
聖
堂
で

の
主
日
ミ
サ
で
は
両
教
区
の
絆
を
深
め
る
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
望
洋
庵
」
で

の
集
い
で
は
、
青
年
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る

場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
．
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
か
ら
の
司
祭
派
遣

　
こ
の
20
年
間
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
絆
が
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
か
ら
の
司

祭
の
派
遣
は
、
京
都
教
区
に
と
っ
て
大
き
な
感

謝
と
喜
び
の
源
で
す
。
２
０
０
６
年
以
降
、
デ

ゴ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ア 

ブ
・
ヨ
ン
ホ
神
父
、
ヨ

ハ
ネ 

チ
ェ
・
ソ
ン
フ
ァ
ン
神
父
、
ペ
ト
ロ 

キ

ム
・
テ
ジ
ョ
ン
神
父
、
ペ
ト
ロ 

ホ
ン
・
ユ
ン

ハ
ク
神
父
の
４
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
８
年
か
ら
10

年
の
任
期
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在

は
、
ペ
ト
ロ 

ソ
・
ウ
ォ
ン
ハ
神
父
と
ラ
フ
ァ

エ
ル 

イ
・
ウ
ォ
ン
ギ
ュ
神
父
が
派
遣
さ
れ
、

両
教
区
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
は
韓
国
の
他
教
区
か
ら
司
祭

の
派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景

を
考
え
る
と
、
カ
ン
名
誉
司
教
様
や
ム
ン
司
教

様
に
よ
る
京
都
教
区
へ
の
あ
た
た
か
い
ご
配
慮

は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
京
都
教
区
の
皆

さ
ま
に
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

４
．
神
学
生
の
司
牧
研
修

　
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
助
祭
や
助
祭
前
の
神
学
生

た
ち
は
、
毎
年
7
月
、
２
～
３
人
の
規
模
で
京

都
を
訪
れ
、
京
都
教
区
の
「
共
同
宣
教
司
牧
」

の
実
態
を
体
験
し
ま
す
。こ
の
研
修
を
通
じ
て
、

韓
国
と
は
異
な
る
日
本
の
教
会
の
司
牧
活
動
に

関
す
る
知
識
や
視
野
を
広
げ
、
両
教
区
の
司
祭

団
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
神
学
生
た
ち
は
、
異
な
る
文
化
や
習
慣

京
都
・
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
交
流
20
年
の
実
り

�
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
司
教
　

パ
ウ
ロ
大
塚
喜
直

2005年₆月₇日の調印式
左：大塚喜直司教　　　
右：カン・ウイル司教　

2005年₆月₇日の
調印文書
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に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の
信
仰
に
新
た
な
理

解
と
洞
察
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。同
時
に
、

京
都
教
区
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
若
い
司
祭

の
卵
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
は
大
き
な
刺
激
と

な
り
、
交
流
を
通
じ
て
互
い
の
信
仰
が
豊
か
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
し
た

神
学
生
の
司
祭
叙
階
式
に
、
訪
問
し
た
小
教
区

の
信
徒
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
が
参
列
す

る
こ
と
は
大
変
感
動
的
で
、
友
情
を
深
め
る
意

義
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
．
中
学
生
広
島
平
和
巡
礼

　
今
年
は
、
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
で
す
。
日

本
と
韓
国
と
は
隣
国
で
あ
り
、
古
代
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
近
代
に
は
日
本

が
朝
鮮
半
島
の
人
々
に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
京
都
教
区
と
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
が
合
同
で
「
中

学
生
広
島
平
和
巡
礼
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

巡
礼
中
、
８
月
６
日
に
、
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和

記
念
公
園
、
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
そ
の
歴
史
に
触
れ
、
被
爆
者
の
証
言
を

聴
い
た
り
、
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
た
り
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
た
ち
は
平
和
の
大
切
さ
を
体
感

し
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま

す
。

　
こ
の
巡
礼
は
、
平
和
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、

京
都
教
区
と
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
中
学
生
が
友
情

を
育
み
、
異
文
化
理
解
を
進
め
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。
共
同
で
祈
り
、
学
び
、
交
流
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
平
和
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
を

養
う
実
り
あ
る
経
験
と
な
っ
て
お
り
、
韓
国
と

日
本
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
と
世
界
の
友
好
と
平
和

の
た
め
に
奉
仕
す
る
人
間
へ
と
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

６
．「
聖
母
の
夜
」
と
聖
地
巡
礼
の
旅

　
京
都
教
区
で
は
、
毎
年
５
月
に
チ
ェ
ジ
ュ
教

区
の
聖
地
「
恵
み
の
丘
」
で
開
催
さ
れ
る
「
聖

母
の
夜
の
集
い
」
に
参
加
す
る
巡
礼
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
巡
礼
は
、
両
教
区
の
信
徒
同
士

が
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
韓
国
初
の
司
祭
キ
ム
・
デ
ゴ

ン
が
中
国
か
ら
の
帰
路
で
漂
着
し
た
こ
と
を
記

念
し
た
教
会
や
殉
教
者
の
聖
地
を
訪
れ
る
ほ

か
、
小
教
区
を
訪
問
し
、
現
地
の
信
徒
と
触
れ

合
う
時
間
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
チ
ェ
ジ
ュ
島

の
美
し
い
風
景
や
歴
史
的
な
聖
地
を
巡
り
な
が

ら
、
そ
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　「
チ
ェ
ジ
ュ
四
・
三
平
和
公
園
」訪
問
で
は
、

チ
ェ
ジ
ュ
島
で
起
き
た
歴
史
的
悲
劇
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
１
９
４
８
年
４
月
３
日
か
ら

１
９
５
４
年
９
月
ま
で
の
期
間
に
、
南
朝
鮮
労

働
党
を
中
心
と
し
た
島
民
へ
の
韓
国
政
府
お
よ

び
軍
の
弾
圧
が
続
き
、
民
間
人
を
含
む
３
万
人

以
上
が
犠
牲
と
な
り
、
島
全
体
に
深
い
傷
を
残

し
ま
し
た
。
こ
の
悲
劇
を
通
じ
て
、
韓
国
植
民

地
統
治
時
代
の
日
本
の
歴
史
、
冷
戦
に
よ
る
南

北
分
断
、
政
治
的
混
乱
の
背
景
を
理
解
し
、
平

和
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

７
．
チ
ェ
ジ
ュ
の
晨シ
ン
ソ
ン星
女
子
学
院
と

　
　
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
の
交
流

　
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
で

あ
る
シ
ン
ソ
ン
女
子
学
院
と
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
女
学
院
の
交
流
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
活
動
で
は
、
両
校
の
生
徒
が
互
い
の

文
化
や
言
語
を
学
び
合
い
、
友
情
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ソ
ン
女
子
学

院
の
生
徒
た
ち
は
、
日
本
の
学
校
生
活
や
文
化

を
体
験
し
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
の
生

徒
た
ち
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
に

取
り
組
む
機
会
を
持
ち
ま
す
。
一
方
、
京
都

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
の
生
徒
た
ち
は
、
姉
妹

校
訪
問
を
通
じ
て
チ
ェ
ジ
ュ
島
の
歴
史
的
背
景

や
韓
国
文
化
を
深
く
理
解
し
ま
す
。

８
．「
希
望
の
巡
礼
者
」
と
し
て
の
絆
で
築
く
未
来

　
京
都
教
区
と
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
20
年
に
わ
た

る
交
流
は
、
信
仰
と
友
情
の
絆
を
築
き
上
げ
る

素
晴
ら
し
い
成
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
や
台
風
、
豪
雨
災
害
の
際
に
チ
ェ

ジ
ュ
教
区
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
お
見
舞
い

は
、
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
思
い
や
り
の
絆
が
、
京
都
教
区
と
チ
ェ

ジ
ュ
教
区
の
関
係
を
さ
ら
に
深
く
、
ま
た
強
固

な
も
の
に
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
の
聖
年
に
あ
た
り
、
わ
た
し
た

ち
は
「
希
望
の
巡
礼
者
」
と
し
て
、
次
の
10
年

の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
両
教
区
の
絆

を
新
し
い
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
、
信
仰
と
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
未
来
へ
と
つ
な
ぎ
続
け
る
た

め
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
と
の
交
流
が
さ
ら
に
豊
か

で
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。
京
都
教
区
の
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
、

チ
ェ
ジ
ュ
教
区
と
と
も
に
希
望
の
光
を
灯
し
、

明
る
い
未
来
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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聖年☆青年の祝祭

　大塚司教様と、韓国・チェジュ教区のムン司教様と₄名の神父様を望洋庵にお迎えして交
流会が行われました。たくさんの青年が参加し、総勢40名以上の方が集まって充実したひと
時を過ごしました。

　交流会に先立って、皆で晩課の祈りの時間を過ご
しました。当日は聖霊降臨の主日にあたり、晩課
の中で大塚司教様から青年たちに、聖霊の声をとり
あえず聞いてみるという姿勢から一歩踏み出し、聖
霊の声に従う気持ちを持って祈ってほしい、とメッ
セージをいただきました。

　交流会では、青年たちが準備した料理を囲んで団欒
の時間を過ごしました。ムン司教様と₄名の神父様も
青年たちとお話しされ、日本の青年の声に熱心に耳を
傾けておられました。また、青年たちも普段はなかな
か知ることのないチェジュや韓国の教会について触
れる機会となり、多くの刺激を受けました。

　交流会の最後には一日を静かに振り返る時間を持
ち、温かな空気に包まれて会を終えました。

　短い時間ではありましたが、今回の交流会で大塚司教様、ムン司教様と神父様方をお迎え
できたこと、そして交流を通して青年たちにとって、様々なことを考える機会となったこと
に感謝します。
 望洋庵運営委員代表　河原町教会　栗山 透

晩課での大塚司教様のお話

ムン司教様へ花束のプレゼント

交流会の集合写真

チェジュ教区の司教様をお迎えして　青年との交流会　報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　望洋庵　₆月₈日
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司祭司牧者研修の聖年企画
　　　園部聖堂への巡礼 ― 感謝と祈りに満ちた一日� ₅月28日　

　司祭司牧者研修の聖年企画として、丹波教会園部聖堂（京都府南丹市園部町）への巡礼が
行われました。園部聖堂は、来年の復活祭をもってその歴史に幕を下ろす予定です。この巡
礼は、これまで神様からいただいたすべての恵みに感謝を捧げるとともに、歴代の司牧者の
導きと情熱、そして共同体の維持に尽力してこられた信徒の皆様への深い感謝を表す機会と
なりました。
　丹波教会の信徒である岡眞智子様が、園部聖堂の思い出を語ってくださいました。園部町
の多くの方々の協力のもとに教会が設立されたこと、献堂式には700人もの人々が集ったこ
と、そして度重なる園部川の氾濫にも屈せず、72年もの間、聖堂が地域のシンボルとして愛
され続けてきたことなどが、心を込めて語られました。チャリティコンサートやバザー、ク
リスマスツリー、教会学校、キャンプなど、数々の思い出が今も人々の心に生きています。
陶器の破片を用いて信徒の手で作られたモザイク、そして復活節の文字が織り込まれた手作

りのタペストリーの前で、岡さんの語られる一言一言に耳
を傾けていると、まるで聖堂の黄金時代の賑わいがその場
によみがえるようでした。
　ミサは大塚司教の司式によって厳かに捧げられました。
　当日は快晴に恵まれ、丁寧に手入れされた庭の緑が青
空に美しく映えていました。聖堂に注がれる自然の光と、
集った人々の祈りが溶け合い、静けさとあたたかさに包ま
れた巡礼の一日となりました。
 広報委員会担当司祭　菅原友明

青年センターあんてな

　　　　　　　　　　春プロジェクト 希望の扉 報告� ₅月24日㊏～25日㊐

　奈良教会をお借りし、春プロジェクトを開催しました。今回の春プロは多くの青年
が参加して、様々な国籍の方とも交流することができました。
　はじめに、班対抗のジェスチャーポーズゲーム等、室内で楽しむことができるレク
リエーションを行った後、分かち合いをしました。分かち合いでは、「扉を開いた経
験やそのきっかけ」などについて話し、皆さんの経験をもとに「人生の中で、神さま
がそばにいるなと思ったこと」について分かち合いました。この分かち合いで多くの
ものに気づくことができ、良い学びの場になったと感じています。交流会では共通の
話題だけでなく、教会、私生活、趣味など様々な話題に花を咲かせ、より一層青年同
士が打ち解ける事ができました。₂日目の朝は奈良教会のミサにあずかりました。柳
本神父様は、大人だけでなく子ども達にもわかるように絵などを使ってお説教をして
くださいました。ミサ後、青年達の仲が深
まっている姿を見て、今回のイベントも大成
功を収められたと心の底から思いました。
　最後になりましたが、奈良教会の皆様、担
当司祭の柳本神父様に心より感謝を申し上げ
ます。ありがとうございました。
 長浜教会　菊川ガブリエル
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司　　　教
大塚司教の予定
　 最新の情報は京都司教区のホーム
　ページにてご確認ください。

教　　　区
正義と平和協議会
� 第18回戦争と平和写真展
　　　 「沖縄・フクシマ・戦争の爪痕」
　日　時：₈月₉日㊏ 14：00～20：00
　　　　　　　10日㊐ ₇：40～16：00
　場　所：河原町教会ヴィリオンホール
　◆講演会：「今を生きる」満州からの引き揚げの記録
　　日　時：₈月10日㊐ 14：00
　　語り部：黒田雅夫さん（満州からの引き揚げ者）
　問合せ：正義と平和協議会　075-223-3340
　　　　　seiheikyo@kyoto.catholic.jp
信仰教育委員会
� 青年のための₁泊黙想会
　日　時：₈月30日㊏ 17：00～31日㊐ 16：00
　場　所：望洋庵（西陣教会内）
　講　師：北村善朗師（京都教区司祭）
　テーマ：イエスとの親しさを求めて
　対　象：青年（18～35歳 高校生不可）
　参加費：3,000円
　問合せ：メールまたはFAX 075-223-3371
　　　shinko_kyouiku@kyoto.catholic.jp
広報委員会
　教区時報10月号の原稿締切日は₈月25日㊊です。
　下記までご連絡ください。
　koho@kyoto.catholic.jp

諸　団　体
都の南蛮寺跡記念ミサ
　日時：₈月24日㊐ 14：00～16：30
　場所： ウィングス京都₂階シアタールーム
　　　　京都市中京区東洞院通六角下る
　司式：ホルヘ・モンテロ神父
 （京丹ブロック担当司祭）
　　14：00 研究発表　15：00 分かち合い
　　15：30 ミサ　16：30～17：45 巡礼（希望者）
　事前申込要 定員30名
　問合せ：京都キリシタン研究会
　　　　　古澤吉次 090-2381-4630
京都カトリック混声合唱団
　日　時：₈月₃日㊐ 14：00 聖歌練習
　　　　　₈月23日㊏ 17：30 練習後集会祭儀奉仕
　場　所：河原町教会聖堂
　問合せ：075-951-4283 則武 隆
心のともしび
 ラジオ番組案内（全国34局で放送）
　₈月の主テーマ「正しさと優しさ」　
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　ラジオ関西　㊊～㊎  朝₅：35
　　　　　　　　　㊐ 朝₆：05
　毎日放送　　㊊～㊎ 朝₅：45
　　　　　　　　　㊏ 朝₄：55

お　知　ら　せ

「平和を紡ぐ旅　－希望を携えて－」
 戦後80年司教団メッセージ
　ＱＲコードよりカトリック中央協議会
　ホームページでお読みください。
日本カトリック司教団
核兵器廃絶宣言2025
　ＱＲコードよりカトリック中央協議会
　ホームページでお読みください。

皆さまのまわりに点訳版「京都教区時報」
が必要な方がおられないでしょうか。点訳
版「京都教区時報」をご希望の方がおられ
ましたら、カ障連大阪フレンドリー点字部・
笠松幸彦さんまでお申込みください。無料
でお送りします。Tel・Fax/072-722-0271
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